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環
七
通
り
を
挟
ん
だ
住
宅
街
に
、
西
武
有

楽
町
線
の
新
桜
台
駅
が
開
業
し
た
の
は
昭
和

　

年
。
開
業
当
初
小
竹
向
原
〜
新
桜
台
間
は

58単
線
運
転
で
、
西
武
池
袋
線
と
接
続
す
る
ま

で
は
終
着
駅
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

練
馬
駅
と
接
続
、

平
成　

年
に
は

10

新
桜
台
〜
練
馬

間
が
複
線
化
さ

れ
、
念
願
の
西

武
池
袋
線
と
の

相
互
乗
入
れ
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

都
心
へ
の
ア

ク
セ
ス
も
一
段
と
便
利
に
な
り
、
今
で
は
人

々
の
大
切
な
交
通
ラ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　

環
七
通
り
沿
い
の
住
宅
街
の
四
差
路
に
は

古
い
祠
が
建
っ
て
お
り
、
中
に
は
別
名
北
向

地
蔵
と
呼
ば
れ

る 
放
光
王 
地
蔵

ほ

う

こ

う

お

う

尊
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が
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
辺
り
は
、

か
つ
て
練
馬
と

板
橋
を
結
ぶ
街

道
辻
で
、
路
傍

に
佇
む
地
蔵
は
、

道
行
く
人
々
の

道
し
る
べ
と
し
て
親
し
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

　

村
か
ら
街
へ
と
時
代
の
変
貌
を
静
か
に
見

つ
め
て
き
た
地
蔵
は
、
今
も
穏
や
か
な
ま
な

ざ
し
で
こ
の
街
を
見
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

羽
沢
一
丁
目
の
住
宅
街
に
建
つ
青
柳
家
住

宅
主
屋
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は
、
平
成　

年　

月
に
区
内
で
初

お

も

や

16

11

め
て
の
国
登
録
有
形
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

　

関
東
大
震
災
後
に
私
鉄
沿
線
の
郊
外
住
宅

地
と
し
て
開
発
さ
れ
た
こ
の
辺
り
は
、
武
蔵

野
音
楽
大
学
の
羽
沢
移
転
に
伴
い
、
多
く
の

教
職
員
が
周
辺
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
青
柳

家
も
そ
う
し
た
住
宅
の
一
つ
で
、
昭
和
3
年

（
一
九
二
八
）
に
建
築
さ
れ
た
建
物
は
、
昭

和
初
期
の
郊
外
住
宅
と
し
て
は
改
造
も
少
な

く
、
旧
帝
国
ホ
テ
ル
や
自
由
学
園
明
日
館
を

設
計
し
た
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の

建
築
意
匠
を
取
り
入
れ
た
歴
史
的
に
も
貴
重

な
洋
風
建
築
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

木
造
平
屋
建
、
ス
ペ
イ
ン
瓦
葺
の
建
物
は
、

軒
周
り
や
ガ
ラ
ス
装
飾
の
あ
る
玄
関
周
り
、

正
面
外
観
は
低
い 
破
風 
屋
根
を
二
枚
に
し
て

は

ふ

全
体
を
軽
く
み
せ
る
な
ど
、
水
平
線
を
強
調

し
た
ラ
イ
ト
風
意
匠
の
設
計
が
特
徴
で
す
。

内
部
は
中
央
に
玄
関
、
東
側
に
洋
風
の
応
接

間
、
南
側
に
和
室
や
台
所
な
ど
を
配
し
た
簡

明
な
間
取
り
と
な
っ
て
お
り
、
古
き
良
き
昭

和
モ
ダ
ン
建
築
の
趣
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

親
子
２
代
に

わ
た
り
お
住
ま

い
の
青
柳
善
美

さ
ん
に
よ
る
と
、

「
こ
の
家
は
、

私
の
父
が
金
沢

清
氏
に
設
計
を

依
頼
し
た
も
の
。

当
時
と
し
て
は

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
家
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

登
録
文
化
財
へ
の
き
っ
か
け
は
、
建
築
家
の

姪
の
薦
め
が
あ
っ
た
か
ら
」
だ
そ
う
で
す
。

「
外
壁
な
ど
は
改
修
し
て
い
ま
す
が
、
玄
関

周
り
は
当
時
の
ま
ま
。
築　

年
も
経
つ
と
、

７６

内
部
も
随
分
傷
ん
で
き
た
の
で
す
が
、
今
は

修
復
で
き
る
職
人
が
少
な
く
困
っ
て
い
ま

す
」
と
、
文
化
財
ゆ
え
の
保
存
の
苦
労
も
。

「
機
能
的
で
な
か
っ
た
り
、
使
い
づ
ら
い
面

も
あ
る
け
れ
ど
、
新
建
築
に
は
な
い
温
か
み

が
あ
り
ま
す
。
良
い
も
の
は
長
く
大
切
に
使

っ
て
、
次
世
代
へ
伝
え
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
語
る
青
柳
さ
ん
の
言
葉
か
ら
、
家
を

愛
す
る
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

現
在
も
住
ま
い
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
た

め
内
部
は
非
公
開
で
す
が
、
道
路
か
ら
建
物

の
外
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。近
代
建
築

の
粋
を
集
め
た
建
物
は
、
今
も
住
宅
地
の
一

角
で
落
着
い
た
佇
ま
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

青
柳
家
を
あ
と
に
し
て
、
武
蔵
野
音
楽
大

学
江
古
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
ま
し
た
。
キ

ャ
ン
パ
ス
内
に
は
、
東
洋
最
大
の
楽
器
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と
い
わ
れ
る
武
蔵
野
音
楽
大
学
楽

器
博
物
館
●3
 

が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

楽
器
博
物
館
は
、
昭
和　

年
か
ら
教
育
・

28

研
究
の
目
的
で
収
集
し
た
楽
器
や
資
料
を
展

示
・
保
管
す
る
楽
器
陳
列
室
が
始
ま
り
で
す
。

そ
の
後
、
邦
楽
楽
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
寄
贈

を
契
機
に
、
昭
和　

年
に
楽
器
博
物
館
と
し

42

て
開
館
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
江
古
田
・
入

間
・
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
各
館
を
併
せ
て
収

蔵
数
は
5
０
０
０
点
を
超
え
ま
す
。
こ
れ
ら

の
資
料
は
広
く
社
会
に
還
元
し
て
い
く
目
的

か
ら
、
週
１
回
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
の
守
重
信
郎
さ
ん
の
案
内
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
楽
器
が
分
類
・
展
示

さ
れ
た
館
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
１
階
は
ピ

ア
ノ
を
中
心
に　

台
を
超
す
鍵
盤
楽
器
が
並

100

び
、
フ
ロ
ア
全
体
が
ま
る
で
ピ
ア
ノ
の
歴
史

そ
の
も
の
で
す
。
学
生
に
人
気
の
ク
ラ
ラ
・

シ
ュ
ー
マ
ン
愛
用
の
ピ
ア
ノ
や
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
の
携
帯
ピ
ア
ノ
な
ど
、
歴
史
的
に
も
有
名

な
音
楽
家
達
の
楽
器
が
数
多
く
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
中
で
も
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
が

ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
結
婚
祝
い
に
贈
呈
し
た

と
い
う
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
帽
子
型
ピ
ア
ノ
」
は
、

楽
器
と
い
う
よ
り
ま
さ
に
芸
術
品
で
す
。

　

２
階
に
は
所
蔵
第
１
号
と
な
っ
た
ヴ
ィ
オ

ラ
・
ダ
モ
ー
レ
や
世
界
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

い
わ
れ
る
木
管
楽
器
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

管
弦
楽
器
を
展
示
。
３
階
は
世
界
各
国
の
伝

統
楽
器
や
珍
し
い
民
族
楽
器
が
並
び
ま
す
。

　

守
重
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
楽
器
は

展
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
大
学
の
授
業
や
演

奏
会
で
も
使
わ
れ
て
お
り
、「
名
器
を
弾
く

こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
作
曲
家
の
意
図
を
知

る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
」そ
う
で
す
。「
管

弦
楽
器
か
ら
民
族
楽
器
ま
で
、
幅
広
い
収
集

が
楽
器
博
物
館
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
各
国
の
楽
器
の
管
理
は
大
変
で
、

特
に
展
示
室
の
湿
度
調
節
に
は
気
を
つ
け
て

い
ま
す
」。
古
今
東
西
の
楽
器
が
並
ぶ
館
内

を
巡
れ
ば
、
世
界
一
周
音
楽
の
旅
の
気
分
を

味
わ
え
ま
す
。

　

事
前
に
予
約
す
れ
ば
公
開
日
以
外
で
も
入

館
で
き
、
博
物
館
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
解
説
や

楽
器
の
音
色
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入

館
料
が
無
料
な
の
も
嬉
し
い
こ
と
。
音
楽
と

は
縁
の
な
い
方
で
も
充
分
楽
し
め
る
の
で
、

是
非
一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

建
築
無
料
相
談
の
ご
案
内

　

専
門
の
建
築
士
が
、
お
住
ま
い
に
関
す

る
様
々
な
ご
相
談
（
新
築
・
改
築
、
苦
情
、

工
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
公
的
融
資
や

耐
震
診
断
に
関
す
る
こ
と
な
ど
）
に
無
料

で
お
応
え
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

活
用
下
さ
い
。

社
団
法
人
東
京
都
建
築
士
事
務
所
協
会
・

　

関
東
大
震
災（
1
9
2
3
年
）で
は

　

万
余
と
も　

万
余
人
と
も
い
わ
れ

14

10

る
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。そ
の
ほ

と
ん
ど
が
焼
死
で
す
。な
か
で
も
陸

に
囲
ま
れ
、
大
火
炎
に
曝
さ
れ
な
が

ら
も
約
1
万
と
も
2
万
人
と
も
い
わ

れ
る
人
々
が
難
を
逃
れ
ま
し
た
。『
建

築
物
は
焼
失
せ
る
も
庭
内
の
中
央
部

「ねりコレ」とは、「ね
りまコレクション」「ね
りまと言えばコレ」を
略したもので、区民
の皆さまの応募に
より決定しました。

 
練
馬
区
に
ち
な
ん
だ
商
品 

「
ね
り
コ
レ
」
決
定
後
は
・
・
・

　

月
に
発
表
し
、
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

10な
ど
で
区
内
外
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

商
品
の
推
薦
方
法
は
・
・
・

　

区
内
で
販
売
さ
れ
て
い

る
、
練
馬
区
の
地
名
、
歴

史
、
伝
説
、
風
物
な
ど
に

ち
な
ん
だ
ア
イ
デ
ア
あ
ふ

れ
る
商
品
を
募
集
し
ま
す
。

現
在　

品
が
「
ね
り
コ

64

レ
」
に
決
定
し
て
お
り
、

今
年
で
３
回
目
の
募
集
に
な
り
ま
す
。

　

区
内
に
は
ま
だ
多
く
の
練
馬
区
に

ち
な
ん
だ
商
品
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ま
が
お
気
に
入
り
の
商
品
を
ぜ

ひ
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

左
の
内
容
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
で
送

付
し
て
い
た
だ
く
か
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
ね
り
コ

レ
」
推
薦
入
力
欄
に
書
き
込
ん
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
す
る
商
品
は
・
・
・

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
と
、
愛
着
と

誇
り
の
持
て
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
め
ざ
す
観
光
振
興
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ね
り
コ
レ
」
は
・
・
・

昨
年
ま
で
の
「
ね
り
コ
レ
」
は
・
・
・

決
定
し
た　

品
を
紹
介
し
た
冊
子
は
、
区
民
情
報
ひ
ろ
ば

64

（
区
役
所
本
庁
舎
2
階
）、
商
工
観
光
課
（
同
9
階
）
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

　
　練馬区商工観光課
　　　　　　（区役所本庁舎９階）
　〒176-8501
　　練馬区豊玉北６－１２－１
　Fax (５９８４)１２１１

募集期間６月１日～３０日(必着）

①商品名
②推薦理由
（どのような点がち
　なんでいるのか）
③販売店名
④販売店の所在地
⑤販売店の電話番号
⑥推薦者の住まい
（区内外の別）

ハガキ・ファクスのあて先

区ホームページ

　練馬区役所
　本庁舎１階 臨時窓口

　　６月２７日(月)

回　７月２５日(月)

　　  記入内容 ＩＩ
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ＦＦ
ＯＯ
ＲＲ
ＭＭ
ＡＡ
ＴＴ
ＩＩ
ＯＯ
ＮＮ

の１～

くりの
ださい。

問合せ � (３９９３)１１１１(代）

※
詳
細
は
商
工
観
光
課
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

次
の
条
件
１
・
２
を
満
た
す
商
品
で
す
。

条
件
１　

練
馬
区
内
で
新
品
で
販
売
さ
れ
て
い
る
商
品
。

条
件
２　

ど
の
よ
う
な
点
が
ち
な
ん
で
い
る
か
を
説
明
で
き

　
　
　
　

る
、
次
の
①
〜
④
に
あ
て
は
ま
る
商
品
。

　

①
練
馬
区
の
今
昔
の
地
名
に
ち
な
ん
だ
商
品

　

②
練
馬
区
の
歴
史
や
伝
説
に
ち
な
ん
だ
商
品

　

③
練
馬
区
の
風
物
に
ち
な
ん
だ
商
品

　

④
練
馬
区
ゆ
か
り
の
著
名
人
に
ち
な
ん
だ
商
品

　
　
　
　
　
　
　
　

※
た
だ
し
書
籍
、
映
像
、
音
楽
、
絵
画
を
除
く　

 
今
年
も
「
ね
り
コ
レ
」
大
募
集
！ 

照照度度アアッッププ事事業業
ああららかかるるとと

11(代)

水銀灯
で、消

イプ

実績
れてい
り、約
完了し

▲緑の木陰が涼しい駅出入口付近

▲「この建物は貴重な国民的財産で
す」と刻まれた登録プレートを手
にする青柳善美さん

▲豪華な彫刻がフランス王朝の華やかさを
彷彿させるナポレオン帽子型ピアノ

●放光王地蔵尊（羽沢２ー２）

▲地蔵を祀る祠は地元有
志が寄贈したものという

江
古
田
駅
や
桜
台
駅
に
も
ほ
ど
近

い
新
桜
台
駅
エ
リ
ア
。
武
蔵
野
音

楽
大
学
周
辺
に
は
音
楽
関
係
者
が

多
く
住
み
、
街
に
は
文
化
の
香
り

が
漂
い
ま
す

▲モザイクガラスがモダンな玄関
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和和和和和和和和和和
モモモモモモモモモモ
ダダダダダダダダダダ
ンンンンンンンンンン
建建建建建建建建建建
築築築築築築築築築築
のののののののののの

昭
和
モ
ダ
ン
建
築
の

粋粋粋粋粋粋粋粋粋粋
をををををををををを
集集集集集集集集集集
めめめめめめめめめめ
てててててててててて

粋
を
集
め
て

楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
器器器器器器器器器器
博博博博博博博博博博
物物物物物物物物物物
館館館館館館館館館館
でででででででででで
世世世世世世世世世世
界界界界界界界界界界
のののののののののの

楽
器
博
物
館
で
世
界
の

楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
器器器器器器器器器器
めめめめめめめめめめ
ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ
りりりりりりりりりり

楽
器
め
ぐ
り

▲床の間付和洋折衷の応接間は音響効果も
よく、室内楽の練習に使われるそうです

●青柳家住宅主屋（羽沢1-6-12）
�新桜台駅下車徒歩３分�非公開

�
１
階
の
鍵
盤
楽
器
展
示
室

�
3
階
の
民
族
楽
器

展
示
室
（
ア
ジ
ア
）

�
2
階
の
管
弦
楽
器
展
示
室

�新桜台駅下車徒歩5分
�開館時間/水曜日（大学休暇中を除く）
10時～15時�入館料/無料�団体見学の場
合は要予約�問合せ　�（3992) 1410

●武蔵野音楽大学楽器博物館（羽沢1-13-1）

 
 http://www.city.nerima.tokyo.jp/
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果果
効効

　まちあるき特集の下見に
出かけたのは４月上旬の、
ちょうど桜やカタクリの花
が満開の頃。まだ木々が芽
吹かないので、花の美しさ
がとても際立っていました。
　それがたった２週間で、
新緑の美しい森に早変わり。
まぶしい緑の中に、可愛ら
しい花が彩を添えていまし
た。自然は、足を運ぶごと
に、私たちを楽しませてく
れるものなのですね。
　日々変化する自然を楽し
めるのも、身近にあればこ
そ。区内に残された自然に
感謝しつつ、守り続けてい
かなければいけないものだ
と改めて思いました。
　みなさんも、お気に入り
の憩いの森を見つけて、何
度も足を運んでみてはいか
がですか。

まちづくりの「ま」

社
団
法
人
東
京
都
建
築
士
事
務
所
協
会
・

練
馬
支
部

　
　
  �
・�
　
（
３
９
２
０
）
９
９
０
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編集後記編集後記

　

身
近
に
あ
る
緑
を
残
し
た
い
な
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
が
い
い
な
。

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
が
い
い
な
。

私
た
ち
の
ま
ち
が
も
っ
と
も
っ
と
い

い
ま
ち
に
な
れ
ば
い
い
な
ぁ
。
そ
ん

な
身
近
な
ま
ち
へ
の
思
い
を
形
に
す

る
活
動
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

と
は
い
っ
て
も
、「
ま
ち
づ
く
り
」

っ
て
何
か
ら
は
じ
め
た
ら
い
い
の
？

そ
ん
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
第
一
歩
、

「
ま
ち
づ
く
り
の
『
ま
』」
を
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
ま
ち
を
歩
い
て
み
ま
し
ょ

う
！
「
ま
ち

あ
る
き
」
は

ま
ち
づ
く
り

の
第
一
歩
で

す
。
ま
ち
づ

く
り
に
お
け

る
「
ま
ち
あ

る
き
」
の
ポ

イ
ン
ト
は
次

の
３
つ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
ま
ち

　

の
お
宝
や
課
題
を
発
見
で
き
る
で

　

し
ょ
う
。

　

同
じ
ま
ち
を
歩
い
て
も
、
感
じ
る

　

こ
と
や
見
て
い
る
こ
と
が
異
な
る

　

こ
と
に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。

　

ま
ち
で
発
見
し
た
こ
と
を
多
く
の

　

人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

　

る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

さ
て
実
際
に
ま
ち
に
出
た
く
な
っ

た
と
こ
ろ
で
歩
き
方
は
ま
た
次
回
に
。

と
ん
ど
が
焼
死
で
す
。な
か
で
も
陸

軍
被
服
廠
跡
（
現
在
の
横
網
町
公

園
：
墨
田
区
）
は
す
さ
ま
じ
い
惨
状

だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。当

時
、
東
京
市
が
公
園
化
を
進
め
て
い

た
陸
軍
被
服
廠
跡
は
約
2
h
a
の
平

坦
地
で
、
迫
り
来
る
大
火
炎
を
防
ぐ

術
な
く
、
避
難
し
た
約
3
万
8
千
人

の
市
民
が
焼
け
死
に
ま
し
た
。『
旋
風

ノ
起
ツ
タ
時
ノ
音
ハ
實
ニ
物
凄
ク
・
・

場
内
ノ
人
ハ
場
ノ
中
央
ヲ
目
掛
ケ
テ

集
マ
リ
、
泣
叫
ブ
聲
ハ
マ
ル
デ
猿
ヲ

イ
ジ
メ
タ
時
ノ
泣
聲
ノ
ヤ
ウ
デ
悲
惨

ナ
モ
ノ
デ
・・
一
時
間
余
リ
デ
静
カ
ニ

ナ
ツ
テ
了

ツ

タ
。〜

震
災
予
防

調
査
会
報

告
第
百
号

（
大
正　
14

年
）よ
り
』

そ
の
一
方

で
、
ほ
ぼ

同
じ
面
積

の
旧
岩
崎

邸
庭
園

（
台
東
区
）

は
周
囲
を

高
い
木
立

築
物
は
焼
失
せ
る
も
庭
内
の
中
央
部

は
火
焔
の
襲
来
を
免
れ
青
々
た
る
樹

林
残
存
し
2
萬
人
許
の
人
命
を
保
護

し
得
た
り
・・
池
中
の
島
中
に
あ
る
ク

ロ
マ
ツ
は
其
葉
先
變
色
し
て
恢
復
の

見
込
な
き
も
の
少
か
ら
す
即
ち
以
て

火
勢
の
旺
盛
な
り
し
を
想
像
す
る
を

得
べ
し
・・
周
圍
は
土
塀
及
シ
ヒ
ノ
キ

の
植
込
を
以
て
包
圍
せ
ら
れ
た
る
こ

と
は
見
免
す
可
ら
ざ
る
事
項
な
り
。

〜
土
木
学
会
誌（
大
正　

年
）よ
り
』

13

　

練
馬
区
内
で
横
網
町
公
園
や
旧
岩

崎
邸
庭
園
と
同
じ
広
さ
を
持
つ
公

園
・
緑
地
は
、
び
く
に
公
園
、
立
野

公
園
、
稲
荷
山
憩
い
の
森
な
ど
で
、

こ
れ
に
次
ぐ
学
田
公
園
、
高
稲
荷
公

園
、
大
泉
公
園
、
大
泉
橋
戸
公
園
な

ど
は
そ
の
約
半
分
の
面
積
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
建
物
の
不
燃
化
が
進
ん

で
い
る
と
は
言
え
、
現
在
の
家
屋
の

密
集
度
は
当
時
の
比
で
は
な
い
こ
と

か
ら
、
落
ち
葉
や
日
照
、
防
犯
等
日

常
的
な
課
題
を
乗
り
越
え
な
が
ら
防

火
対
策
を
進
め
た
い
も
の
で
す
。

樹木の防火力

杉崎和久 岩崎哲也
都市整備公社
専門研究員
（みどり担当）

都市整備公社
専門研究員
(まちづくり担当)

　練馬区では昨年10月、「練馬みどりの葉
っぴい基金」という、練馬のみどりのため
の基金をつくりました。
　憩いの森などの民有地のみどりの保全や、
みどりにかかわる活動の支援などに活用し
ていきます。
　練馬のみどりを私たちみんなで守り育て
ていくためにも、ぜひご協力ください。

　募金箱は、花とみどりの相談所（光が丘5－
2－6）・牧野記念庭園（東大泉6－34－4）・
公園緑地課（区役所本庁舎１３階）・都市整備公
社（区役所東庁舎６階）に常設しています。
　６月1日～３０日までは、区役所本庁舎1階
受付や各出張所で募金することもできます。

練馬みどりの練馬みどりの
葉っぴい基金　葉っぴい基金

にご協力を！　　　　にご協力を！

は

問合せ　練馬区公園緑地課
　　　　みどりを育む基金主査
　　　　　　� (３９９３)１１１１(代）

広告料等詳細については、(財) 練
馬区都市整備公社 こもれび編集
室までお問い合わせ下さい。

�　３９９３－８０１１

広告募集

はは

会場　　
　　　　

次回　

次々回

掲載料
◆４面１コマ
　縦４２ミリ×横８０ミリ
◆１５,７５０円（消費税込）

■
歩
い
て
感
じ
た
こ
と
や
気
が
つ
い

た
こ
と
を
記
録
に
残
し
て
み
よ
う
：

■
な
じ
み
の
あ
る
ま
ち
を
あ
ら
た
め

て
じ
っ
く
り
と
歩
い
て
み
よ
う
：

■
い
ろ
ん
な
人
と
一
緒
に
歩
い
て
み

よ
う
：

・・まちを歩いてみよう①
～そのまちづくり

気ままなコラム気ままなコラム
みどり

専門研究員の専門研究員の この4月から都市整備公社で、みなさんのみどりづくり、まちづく
お手伝いをしています。ご質問等がありましたら、ぜひお寄せくだ

　練馬区では、平成１６年度より３年間で、区道に設置されている街路灯を大幅に明
るいタイプにかえる工事を行っています。いま、街路灯の照度（明るさ）をあげる
ことはなぜ必要なのか、「街路灯照度アップ事業」について担当者に聞きました。

照照度度アアッッププ事事業業
ああららかかるるとと

担当　練馬区土木部維持課街路灯係　 �(3993)111

ななぜぜ街街路路灯灯のの明明るるささ
ををああげげるるのの？？

Question 1Question 1

照照度度アアッッププのの

新しく設置する街路灯は、水
80ワットに匹敵する明るさで
費電力の少ないタイプです。

蛍光灯４２ワットツインタイ
今今回回のの事事業業のの内内容容はは
どどののよよううににななっってていいるるのの？？

Question 2Question 2

　今回の事業で照度アップをおこなう街
路灯は、道路幅が3.5ｍから6ｍまでの区道にあ
る、２０ワットもしくは４０ワットの蛍光街路灯で
す。
　対象となるのは、６５１０基で3年間の事業期間
により、順次取り替えていく予定です。

Ans.　区では安全・安心まちづくりの一環とし
て、夜間の交通安全や防犯のために街路灯の照
度を高めることにしました。
　このことにより、4ｍ程度離れた所から人の
行動を視認でき、犯罪や事故の防止につながる
ことが期待されます。

Ans.

夜の明るさ
平均照度がいままでの
１ルクスから３ルクス
に高められ、夜間でも
人の行動が確認できる
明るさになりました。

平成１６年度の実
初年度は予定され
た２１７０基を上回り
2600基の工事を完
ました。

果果
効効

響響響響響響響響響響響響響響響響響
影影影影影影影影影影影影影影影影影
ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと

住宅の中に光が入りすぎるとの苦情もありますが、身近な場所での
犯罪防止にご理解とご協力をお願いします

街街路路灯灯のの明明るるささアアッッププでで
安安全全ななままちちにに ～～街街路路灯灯照照度度アアッッププ事事業業～～

街街路路灯灯のの明明るるささアアッッププでで

１６年度の区内のひったくり件数が減少しています防犯防犯

省エネ省エネ

見やすい見やすい

水銀灯に比べて消費電力が約半分になります

自然色に近く、物や色の見やすさがアップ


